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回答：自然なくすぐり遊びの発生頻度は高くないため母親にくすぐり遊びをするよ
う依頼したが、それによる影響が多少生じている可能性は否定できない。インタビ
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5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
る。 
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